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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗浄水源から供給される洗浄水により便器本体を洗浄して汚物を排出する水洗大便器で
あって、
　上面視で前端側が先細である卵形に形成されたボウル形状の汚物受け面と、この汚物受
け面の外周且つ上縁部に形成されたリム部と、を備えたボウル部と、
　このボウル部の下方にその入口が接続され汚物を排出する排水路と、
　上記ボウル部に洗浄水を吐水して旋回流を形成する吐水部と、
　上記吐水部に洗浄水を供給する導水路と、
　上記導水路に洗浄水を供給する給水装置と、を有し、
　上記給水装置は、上記吐水部から所定の定流量の洗浄水を吐水するための定流量手段を
備え、
　上記リム部は、上記リム部の内周を形成するリム内壁部を備え、上記リム内壁部は、上
記リム内壁部の上部領域の内側がその上端から下端まで内側に向かって下方に傾斜するリ
ム内壁上部傾斜面と、内側面と、を備え、
　上記リム内壁上部傾斜面は、使用者の指の曲り部分が接することが可能なようにその曲
率の半径が１０ｍｍ～３０ｍｍの範囲内の円弧形状に形成され、
　上記内側面は、上記ボウル部の前端を含む前端側領域において、上記リム内壁部の下部
から上記リム内壁上部傾斜面の下端まで内側に傾斜し且つ直線状に形成され、さらに、上
記ボウル部の上記前端側領域以外の領域において、上記汚物受け面の上端から上記リム内
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壁上部傾斜面の下端まで縦方向に直線状に形成される、水洗大便器。
【請求項２】
　上記リム部は、このリム部の上面を形成するリム上面部と、上記リム部の外周を形成す
るリム外壁部と、を備え、
　上記リム外壁部は、上記リム外壁部の上部領域の外側が下方に傾斜するリム外壁上部傾
斜面を備え、
　上記リム内壁上部傾斜面の水平方向の幅は上記リム外壁上部傾斜面の水平方向の幅より
も大きく形成されている、請求項１記載の水洗大便器。
【請求項３】
　上記リム内壁上部傾斜面の下端は上記吐水部の上端よりも上方に設けられる、請求項１
又は２に記載の水洗大便器。
【請求項４】
　上記リム部は、このリム部の上面を形成するリム上面部と、上記リム部の外周を形成す
るリム外壁部と、を備え、
　上記リム外壁部は、上記リム外壁部の上部領域の外側が下方に傾斜するリム外壁上部傾
斜面を備え、
　上記リム外壁上部傾斜面が円弧形状に形成され、さらに、上記リム外壁上部傾斜面を形
成する円弧の半径と、上記リム内壁上部傾斜面を形成する円弧の半径との比率が、１：２
～１：５の範囲の比率に形成されている、請求項１又は３に記載の水洗大便器。
【請求項５】
　上記リム内壁部の上記リム内壁上部傾斜面は、垂直断面視で、上記リム内壁部の上端か
ら下端までの所定領域のうち１０％～６０％の範囲の領域にわたって形成される、請求項
１乃至４の何れか１項に記載の水洗大便器。
【請求項６】
　上記定流量手段は、定流量弁を備えている、請求項１乃至５の何れか１項に記載の水洗
大便器。
【請求項７】
　上記定流量手段は、ポンプを備えている、請求項１乃至６の何れか１項に記載の水洗大
便器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水洗大便器に係り、特に、洗浄水源から供給される洗浄水により便器本体を
洗浄して汚物を排出する水洗大便器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、特許文献１に記載されているように、水洗大便器の後方上部に重力給水式の
貯水タンクが給水装置として設けられている洗い落とし式の水洗大便器において、リム部
の内周面がほぼ鉛直方向に立ち上がるように形成され、前方側領域に形成されたリム吐水
口から洗浄水が吐水されてボウル部内を旋回しながら洗浄する水洗大便器が知られている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－４４１７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような水洗大便器に、重力給水式の貯水タンクを用いず、水道等に直結され、水道
水の圧力により給水する直圧式の給水装置を適用しようとする場合には、水道の直圧によ
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り加圧されている高い瞬間流量を有する洗浄水がリム吐水口から吐水され、ほぼ鉛直方向
に立ち上がるように形成されるリム部の内周面を越えて便器外に水飛びするという懸念が
あった。従って、従来は、リム部の内周面をほぼ鉛直方向に形成しようとする場合には、
水圧変動の影響を受けない洗浄水を供給する重力給水式の貯水タンクのみが用いられてい
た。
　そこで、このような問題を解決するために、リム部の内周面をその上部が内側に向かっ
てオーバーハングしたオーバーハング形状に形成することにより、比較的高い流量の洗浄
水がリム吐水口から吐水される場合においても、リム部の内周面を越えて便器外に水飛び
することを抑制することが検討されている。
【０００５】
　一方で、便器本体のリム部について、リム部上部の内周側の角を大きく丸めるようにし
て、使用者がリム部を清掃しやすい形状とし、使用者のリム部の清掃性を向上させようと
する水洗大便器が検討されている。
　また、便器本体のリム部について、リム部上部の内周側の角を大きく丸めるように形成
することにより、使用者が汚物受け面の上部が外側に広がるように感じられ、ボウル部を
従来よりも比較的大きく見せることができ使用者に使用時に尿をボウル部内へ排出しやす
いという安心感を与えることができる水洗大便器も検討されている。
【０００６】
　しかしながら、このような清掃性等の高いリム部を採用しようとすると、リム部の上部
を大きく丸めるように形成するため、リム部の内周面の高さが低くなり、さらにリム部を
オーバーハング形状に形成せず、リム吐水口から吐水された洗浄水が、比較的高い瞬間流
量を有する場合に、リム部の内周面を越えて便器外に水飛びしやすくなるという新たな課
題が生じる。このような課題は、清掃性の高いリム部形状を有する水洗大便器に直圧式の
給水装置を採用する場合には、リム吐水口から吐水される洗浄水が高い瞬間流量を有する
ため、より顕著に生じることとなる。
【０００７】
　そこで、本発明は、リム内壁部が、リム内壁部の上部領域の内側が下方に傾斜するリム
内壁上部傾斜面を備え、汚物受け面の上部が外側に広がるように視認される使用者の視認
性及び使用者のリム部の清掃性を向上させようとする水洗大便器において、洗浄水が、遠
心力により比較的低い高さに形成されている内側面からリム内壁上部傾斜面に沿って、ボ
ウル部の外側に飛び出してしまうことを抑制することができる水洗大便器を提供すること
を目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した目的を達成するために、洗浄水源から供給される洗浄水により便器本体を洗浄
して汚物を排出する水洗大便器であって、上面視で前端側が先細である卵形に形成された
ボウル形状の汚物受け面と、この汚物受け面の外周且つ上縁部に形成されたリム部と、を
備えたボウル部と、このボウル部の下方にその入口が接続され汚物を排出する排水路と、
ボウル部に洗浄水を吐水して旋回流を形成する吐水部と、導水路に洗浄水を供給する導水
路と、吐水部に洗浄水を供給する給水装置と、を有し、給水装置は、吐水部から所定の定
流量の洗浄水を吐水するための定流量手段を備え、リム部は、リム部の内周を形成するリ
ム内壁部を備え、リム内壁部は、リム内壁部の上部領域の内側がその上端から下端まで内
側に向かって下方に傾斜するリム内壁上部傾斜面と、内側面と、を備え、リム内壁上部傾
斜面は、使用者の指の曲り部分が接することが可能なようにその曲率の半径が１０ｍｍ～
３０ｍｍの範囲内の円弧形状に形成され、内側面は、ボウル部の前端を含む前端側領域に
おいて、リム内壁部の下部からリム内壁上部傾斜面の下端まで内側に傾斜し且つ直線状に
形成され、さらに、ボウル部の前端側領域以外の領域において、汚物受け面の上端からリ
ム内壁上部傾斜面の下端まで縦方向に直線状に形成されることを特徴としている。
　このように構成された本発明においては、リム内壁部が、リム内壁部の上部領域の内側
が下方に傾斜するリム内壁上部傾斜面を備え、汚物受け面の上部が外側に広がるように視
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認される使用者の視認性を向上させ且つ使用者のリム部の清掃性を向上させようとする水
洗大便器において、リム内壁部の上部領域の内側が下方に傾斜するリム内壁上部傾斜面が
形成されるため、リム内壁上部傾斜面まで縦方向に直線状に延びる内側面の高さが比較的
低い高さに形成される。
　従って、内側面の高さが比較的低い高さに形成されている場合においても、給水装置の
定流量手段が、吐水部から所定の定流量の洗浄水を吐水させることができ、吐水部から吐
水させる洗浄水が比較的高い瞬間流量になることを防ぎ、洗浄水が、比較的低い高さに形
成されている内側面からリム内壁上部傾斜面に沿って、遠心力によりボウル部の外側に飛
び出してしまうことを抑制することができる。
　このように構成された本発明においては、リム内壁上部傾斜面を比較的簡易に形成する
ことができる。さらに、使用者が、リム部の拭き掃除を行う場合に、自身の手指がリム部
のリム上面部からリム内壁上部傾斜面の円弧形状に沿うように縦壁までかかっている状態
で、リム部のリム上面部、リム内壁上部傾斜面及び内側面を効率よく清掃することができ
、清掃性を向上することができる。
　このように構成された本発明においては、リム内壁上部傾斜面を形成する円弧の半径が
、１０ｍｍ～３０ｍｍの範囲内に形成されているので、リム内壁部のうち、上部傾斜面ま
で縦方向に直線状に延びる内側面の高さが比較的低い高さに形成される。
　このように、内側面の高さが比較的低い高さに形成されている場合においても、給水装
置の定流量手段が、吐水部から所定の定流量の洗浄水を吐水させることができ、吐水部か
ら吐水させる洗浄水が比較的高い瞬間流量になることを防ぎ、洗浄水が、遠心力により比
較的低い高さに形成されている内側面から上部傾斜面に沿って、ボウル外側に飛び出して
しまうことを抑制することができる。
【０００９】
　本発明は、好ましくは、リム部は、このリム部の上面を形成するリム上面部と、リム部
の外周を形成するリム外壁部と、を備え、リム外壁部は、リム外壁部の上部領域の外側が
下方に傾斜するリム外壁上部傾斜面を備え、リム内壁上部傾斜面の水平方向の幅はリム外
壁上部傾斜面の水平方向の幅よりも大きく形成されている。
　このように構成された本発明においては、リム内壁部の上部領域の内側が下方に傾斜す
るリム内壁上部傾斜面の水平方向の幅がリム外壁上部傾斜面の水平方向の幅よりも大きく
形成され、汚物受け面の上部が外側に広がるように視認される使用者の視認性を向上させ
及び使用者のリム部の清掃性を向上させようとする水洗大便器において、リム内壁部のう
ち、リム内壁部の上部領域の内側が下方に傾斜するリム内壁上部傾斜面が形成されるため
、リム内壁上部傾斜面まで縦方向に直線状に延びる内側面の高さが比較的低い高さに形成
される。
　従って、内側面の高さが比較的低い高さに形成されている場合においても、給水装置の
定流量手段が、吐水部から所定の定流量の洗浄水を吐水させることができ、吐水部から吐
水させる洗浄水が比較的高い瞬間流量になることを防ぎ、洗浄水が、比較的低い高さに形
成されている内側面からリム内壁上部傾斜面に沿って、遠心力によりボウル部の外側に飛
び出してしまうことを抑制することができる。
【００１１】
　本発明は、好ましくは、リム内壁上部傾斜面の下端は吐水部の上端よりも上方に設けら
れている。
　このように構成された本発明においては、吐水部から吐水された洗浄水は、リム内壁上
部傾斜面の下端よりも下方の領域に沿って旋回されるので、洗浄水がリム内壁上部傾斜面
を越えて便器外に水飛びすることを抑制することができる。また、このように洗浄水がリ
ム内壁上部傾斜面の下端よりも下方の領域に沿って旋回されるので、リム内壁上部傾斜面
の幅や大きさを比較的大きく形成することができる。
【００１２】
　本発明は、好ましくは、リム外壁上部傾斜面が円弧形状に形成され、さらに、リム外壁
上部傾斜面を形成する円弧の半径と、リム内壁上部傾斜面を形成する円弧の半径との比率
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が、１：２～１：５の範囲の比率に形成されている。
　このように構成された本発明においては、リム内壁上部傾斜面を形成する円弧の半径が
、使用者の手指の曲りによって握りやすい半径に形成されている。よって、使用者が、リ
ム部の拭き掃除を行う場合に、自身の手指をリム内壁上部傾斜面を形成する円弧形状に沿
うようにかけやすくなっている。
【００１３】
　本発明は、好ましくは、リム内壁部のリム内壁上部傾斜面は、垂直断面視で、リム内壁
部の上端から下端までの所定領域のうち１０％～６０％の範囲の領域にわたって形成され
ている。
　このように構成された本発明においては、リム内壁上部傾斜面がリム内壁部の上端から
下端までの所定領域のうち１０％～６０％の範囲の領域にわたって形成されるので、リム
内壁部のうち、上部傾斜面まで縦方向に直線状に延びる内側面の高さが比較的低い高さに
形成される。
　このように、内側面の高さが比較的低い高さに形成されている場合においても、給水装
置の定流量手段が、吐水部から所定の定流量の洗浄水を吐水させることができ、吐水部か
ら吐水させる洗浄水が比較的高い瞬間流量になることを防ぎ、洗浄水が、遠心力により比
較的低い高さに形成されている内側面から上部傾斜面に沿って、ボウル外側に飛び出して
しまうことを抑制することができる。
【００１５】
　本発明は、好ましくは、定流量手段は、定流量弁を備えている。
　このように構成された本発明においては、吐水部から所定の定流量の洗浄水を吐水させ
るための定流量手段を、定流量弁により比較的簡易に形成することができる。
【００１６】
　本発明は、好ましくは、定流量手段は、ポンプを備えている。
　このように構成された本発明においては、吐水部から所定の定流量の洗浄水を吐水させ
るための定流量手段を、ポンプにより比較的簡易に形成することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の水洗大便器によれば、リム内壁部が、リム内壁部の上部領域の内側が下方に傾
斜するリム内壁上部傾斜面を備え、汚物受け面の上部が外側に広がるように視認される使
用者の視認性及び使用者のリム部の清掃性を向上させようとする水洗大便器において、洗
浄水が、遠心力により比較的低い高さに形成されている内側面からリム内壁上部傾斜面に
沿って、ボウル部の外側に飛び出してしまうことを抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１実施形態による水洗大便器の給水装置及びカバーを側面から見た状
態を示し、便器本体の内部を中央断面に沿って示す部分断面図である。
【図２】本発明の第１実施形態による水洗大便器において、カバー及び給水装置の一部を
取り外した状態を示す概略平面図である。
【図３】本発明の第１実施形態による水洗大便器を示す全体構成図である。
【図４】図１のIV－IV線に沿って見た断面図である。
【図５】図１のV－V線に沿って見た断面図である。
【図６】本発明の第１実施形態による水洗大便器のリム吐水口の近傍におけるリム部を拡
大して示す概略拡大断面図である。
【図７】本発明の第１実施形態による水洗大便器のリム部のリム内壁上部傾斜面に沿うよ
うに使用者の手指がかけられた状態を示す図である。
【図８】従来の水洗大便器のリム内壁上部縁部に使用者の手指がかけられた状態を示す図
である。
【図９】本発明の第２実施形態による水洗大便器において、カバー及び給水装置の一部を
取り外した状態を示す概略平面図である。
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【図１０】本発明の第３実施形態による水洗大便器において、カバー及び給水装置の一部
を取り外した状態を示す概略平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　次に、添付図面を参照して、本発明の実施形態による水洗大便器を説明する。
　先ず、図１乃至図３により、本発明の第１実施形態による水洗大便器の構造を説明する
。ここで、図１は本発明の第１実施形態による水洗大便器の給水装置及びカバーを側面か
ら見た状態を示し、便器本体の内部を中央断面に沿って示す部分断面図であり、図２は本
発明の第１実施形態による水洗大便器において、カバー及び給水装置の一部を取り外した
状態を示す概略平面図であり、図３は本発明の第１実施形態による水洗大便器を示す全体
構成図である。
【００２０】
　図１及び図２に示すように、本発明の第１実施形態による水洗大便器１は、便器本体２
と、この便器本体２の上面に配置された便座（図示せず）と、便座を覆うように配置され
たカバー４と、便器本体２の後方に配置された給水装置６と、を備えている。
【００２１】
　便器本体２は陶器製であり、便器本体２には、汚物を受けるボウル部８と、このボウル
部８の底部から延びる排水トラップ管路１０（排水路）と、ジェット吐水を行うジェット
吐水口１２と、リム吐水を行う単一のリム吐水口１４（吐水部）が形成されている。
　ジェット吐水口１２は、ボウル部８の底部に形成されており、排水トラップ管路１０の
入口に指向してほぼ水平に配置され、洗浄水を排水トラップ管路１０に向けて吐出するよ
うになっている。
　リム吐水口１４は、ボウル部８の左側上部前方に形成されており、ボウル部８の縁に沿
って洗浄水を吐出するようになっている。
　なお、本実施形態においては、便器本体２にジェット吐水口１２が形成されているが、
本発明はこのような形態に限定されるものではなく、例えば、ジェット吐水口とリム吐水
口の内、ジェット吐水口が形成されずリム吐水口のみが形成されてもよい。
【００２２】
　排水トラップ管路１０は、入口部１０ａと、この入口部１０ａから上昇するトラップ上
昇管１０ｂと、このトラップ上昇管１０ｂから下降するトラップ下降管１０ｃとからなっ
ている。
【００２３】
　第１実施形態による水洗大便器１は、洗浄水を供給する水道に直結されており、水道の
給水圧力によりリム吐水口１４から洗浄水が吐出される。また、ジェット吐水に関しては
、後述するように、給水装置６に内蔵された貯水タンク２８に貯水された洗浄水を加圧ポ
ンプ３０によって加圧して、大流量でジェット吐水口１２から吐出させるようになってい
る。
【００２４】
　本実施形態における水洗大便器１は、リム吐水に関しては水道の水圧（直圧）を利用し
て給水して便器を洗浄し、さらに、ジェット吐水に関しては、貯水タンク２８に貯水され
た洗浄水を加圧ポンプ３０によって加圧してジェット吐水口１２から吐出させるようにな
っているハイブリッド式（水道直圧式＋タンク給水式）の給水装置を有するハイブリッド
式水洗大便器である。
　なお、水洗大便器１の給水装置６は、ハイブリッド式の給水装置以外にも適用可能であ
る。例えば、水道の水圧を利用して給水する水道直圧式の給水装置のみを備えている水道
直圧式の水洗大便器や、フラッシュバルブ式のものや、ポンプの補圧を利用して洗浄水を
供給するものであってもよい。また、アキュムレーター等を用いて便器に洗浄水を供給す
るタイプの給水装置であってもよい。
　リム吐水を水道の水圧（水道直圧式）を利用して給水して行う場合には、水道の水圧に
よりリム吐水の洗浄水の流量は、一般的には比較的高い流量（比較的高い瞬間流量）とな
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る。
【００２５】
　次に、図３により、第１実施形態による水洗大便器１の給水装置６を詳細に説明する。
　図３に示すように、給水装置６には、定流量弁（定流量手段）１６と、電磁弁１８と、
逆流防止用のリム吐水用バキュームブレーカ２０と、逆流防止用のリム吐水用フラッパー
弁２２が設けられている。さらに、給水路２４には、タンクへの給水とリム吐水を切り替
える切替弁２６と、貯水タンク２８と、加圧ポンプ３０と、ジェット吐水用バキュームブ
レーカ３２と、ジェット吐水用フラッパー弁３４と、水抜栓３６とが内蔵されている。ま
た、給水装置６には、電磁弁１８の開閉操作、切替弁２６の切換操作、及び、加圧ポンプ
３０の回転数や作動時間等を制御するコントローラ３８が内蔵されている。このような構
成の少なくとも一部により給水装置６は、洗浄水を便器本体２に給水する給水装置として
機能することができる。
【００２６】
　定流量弁１６は、止水栓４０ａ、ストレーナ４０ｂ、及び分岐金具４０ｃを介して流入
した洗浄水を、所定の流量（瞬間流量）以下に抑制することができる。本実施形態におい
ては、この定流量弁１６は、例えば、洗浄水の流量（瞬間流量）を１０リットル／分以上
２０リットル／分以下に制限するようになっており、より好ましくは１２リットル／分以
上１６リットル／分以下に制限するようになっている。このように、定流量弁１６は、洗
浄水の流量が増加した場合に、リム吐水口１４から吐水される洗浄水の流量を所定の瞬間
流量以下に抑制する。また、定流量弁１６は、洗浄水の瞬間流量が低下した場合に、所定
の瞬間流量以上に維持することもできる。従って、定流量弁１６は、洗浄水の瞬間流量が
変動する場合に、供給する洗浄水の流量を所定の瞬間流量以上且つ所定の瞬間流量以下の
所定の瞬間流量の範囲内に維持することができる。
【００２７】
　定流量弁１６を通過した洗浄水は、電磁弁１８に流入し、電磁弁１８を通過した洗浄水
は、切替弁２６により、リム吐水口１４又は貯水タンク２８に供給されるようになってい
る。この切替弁２６は、リム側であるリム側給水路１４ａとタンク側であるタンク側給水
路２８ａの両方に同じタイミングで洗浄水を供給可能であって、リム側とタンク側への給
水量の割合を任意に変更することができる切替弁である。
【００２８】
　電磁弁１８は、コントローラ３８の制御信号により開閉され、供給された洗浄水を切替
弁２６に流入させ、又は停止させるようになっている。
　また、切替弁２６は、コントローラ３８の制御信号により切り替えられ、電磁弁１８を
介して流入した洗浄水をリム吐水口１４から吐出させ、又は、貯水タンク２８に流入させ
るようになっている。
【００２９】
　貯水タンク２８は、ジェット吐水口１２から吐水すべき洗浄水を貯水するように構成さ
れている。なお、本実施形態において、貯水タンク２８は、約２．５リットルの内容積を
有する。
【００３０】
　貯水タンク２８の内部には、上端フロートスイッチ２８ｂ及び下端フロートスイッチ２
８ｃが配置されており、貯水タンク２８内の水位を検出できるようになっている。上端フ
ロートスイッチ２８ｂは、貯水タンク２８内の水位が所定の貯水水位に達するとオンに切
り替わり、コントローラ３８はこれを検知して、電磁弁１８を閉鎖させる。一方、下端フ
ロートスイッチ２８ｃは、貯水タンク２８内の水位が所定の水位まで低下するとオンに切
り替わり、コントローラ３８はこれを検知して、加圧ポンプ３０を停止させる。
【００３１】
　加圧ポンプ３０は、貯水タンク２８に貯水された洗浄水を加圧して、ジェット吐水口１
２から吐出させるためのものである。加圧ポンプ３０は、貯水タンク２８の下部から延び
る洗浄水管路３０ａにより接続され、貯水タンク２８内に貯水された洗浄水を加圧する。
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なお、本実施形態においては、加圧ポンプ３０は、貯水タンク２８内の洗浄水を加圧して
、洗浄水を最大約１２０リットル／分の流量でジェット吐水口１２から吐出させるように
なっている。
【００３２】
　また、洗浄水管路３０ａの途中には、逆止弁であるジェット吐水用フラッパー弁３４及
び水抜栓３６が設けられている。
　一方、加圧ポンプ３０の流出口は、洗浄水管路３０ｂを介して、ボウル部８底部のジェ
ット吐水口１２に接続されている。
【００３３】
　ジェット吐水用バキュームブレーカ３２は、加圧ポンプ３０及び洗浄水管路頂部４２の
下流側から分岐した分岐管路３２ａに接続されており、ボウル部８内の溜水が貯水タンク
２８側へ逆流するのを防止すると共に、それらの間の縁切りを行うようになっている。
【００３４】
　コントローラ３８は、使用者による便器洗浄スイッチ（図示せず）の操作により、電磁
弁１８、切替弁２６、加圧ポンプ３０を順次作動させ、リム吐水口１４及びジェット吐水
口１２からの吐水を順次開始させて、ボウル部８を洗浄する。さらに、コントローラ３８
は、洗浄終了後、電磁弁１８を開放し、切替弁２６を貯水タンク２８側に切り替えて洗浄
水を貯水タンク２８に補給する。貯水タンク２８内の水位が上昇し、上端フロートスイッ
チ２８ｂが規定の貯水量を検出すると、コントローラ３８は、電磁弁１８を閉鎖して給水
を停止する。
【００３５】
　再び、便器本体２の各部について説明する。
　ボウル部８は、ボウル形状に形成された汚物受け面４４と、ボウル部８の全周の上方外
側に形成されて便器本体２の上部縁を形成するリム部４６とを備えている。また、ボウル
部８の下方には、溜水部４８が形成されている。この溜水部４８には洗浄水が毎回の洗浄
後に所定量まで貯溜されて溜水面Ｗ0が形成されている。この溜水部４８の下方には、上
述した排水トラップ管路１０の入口部１０ａが開口し、排水トラップ管路１０のトラップ
下降管１０ｃの下端は排水ソケット（図示せず）を介して床下の排出管（図示せず）に接
続されている。
【００３６】
　導水路５０は、給水装置６から延びるリム側給水路１４ａに接続される入口部５０ａか
ら前方に延び、ボウル部８を前後方向に二等分する左右方向に延びる中心線に対して前方
側であるボウル部８の前方側領域の左側において前向きに開口するリム吐水口１４と連通
している。リム吐水口１４は、洗浄水をボウル部８の前方側領域から前方に吐水し、ボウ
ル部８の前端に向かう流れを形成し、さらにボウル部８の前端８ａから折り返して後方側
に向かう流れを形成するようになっている。
【００３７】
　リム吐水口１４から吐水される洗浄水は、リム吐水口１４からリム部４６と汚物受け面
４４との間の面上且つリム部４６の内側面５２ｂ上に便器前方方向に吐水されて旋回流が
形成され、この旋回流がリム部４６の内側面５２ｂから汚物受け面４４上を溜水部４８の
方向に旋回しながら流下する下降流が形成されるようになっている。
【００３８】
　つぎに、図１～図６により、上述したリム部４６について詳細に説明する。
　図４は、図１のIV－IV線に沿って見た断面図であり、図５は図１のV－V線に沿って見た
断面図であり、図６は本発明の第１実施形態による水洗大便器のリム吐水口の近傍におけ
るリム部を拡大して示す概略拡大断面図である。
【００３９】
　リム部４６は、リム部４６の内周面を形成し且つ汚物受け面４４の上端４４ａから便器
本体２の頂部まで立ち上がるように立壁状に形成されているリム内壁部５２と、このリム
部４６の上面を形成するリム上面部５４と、リム部４６の外周面を形成し且つ便器本体２
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の外面上をリム上面部５４まで立ち上がるように立壁状に形成されているリム外壁部５６
と、を備えている。
【００４０】
　リム内壁部５２は、リム内壁部５２の上部領域の内側（汚物受け面４４側）が下方に傾
斜するリム内壁上部傾斜面５２ａと、リム内壁上部傾斜面５２ａまで縦方向に直線状に延
びる壁面を形成している内側面５２ｂと、を備えている。
【００４１】
　リム内壁部５２は、リム部４６の内側の全周にわたって形成されている。内側面５２ｂ
は、大部分の領域においてほぼ垂直に立ち上がるように形成されているが、リム内壁部５
２のうち、ボウル部８のリム吐水口１４から前方側の一部の領域においては、リム吐水口
１４から吐水された洗浄水の流速が比較的速い領域であるため、内側面５２ｂの上部及び
リム内壁上部傾斜面５２ａがボウル部８の内側に向かってオーバーハングした形状に形成
されている。ボウル部８のリム吐水口１４から前方側の一部以外の領域においては、リム
吐水口１４から吐水された洗浄水の流速が比較的遅くなる領域であるため、内側面５２ｂ
の上部及びリム内壁上部傾斜面５２ａはオーバーハングした形状を有していない。例えば
、リム内壁上部傾斜面５２ａは、リム部４６の内側の全周のうち、便座を上げた使用者が
視認できる部分（給水装置６より前方側の部分）において形成されていてもよい。
【００４２】
　内側面５２ｂは、汚物受け面４４の上端４４ａから、リム内壁上部傾斜面５２ａの下端
５２ｃまで、縦方向に立ち上がる壁面を形成している。例えば、内側面５２ｂは、汚物受
け面４４の上端４４ａから、垂直に立ち上がる垂直壁であってもよい。
【００４３】
　ここで、リム内壁部５２の高さは、排水管の高さとも関連して位置決めされている汚物
受け面４４の上端４４ａから、便器本体２の高さとも関連して位置決めされている便器本
体２の頂部まで、比較的限られた範囲の高さにおいて形成されている。そこで、リム内壁
部５２の全体の高さを、自由に変更できるわけではなく、比較的限られた高さの範囲の中
で形成することになる。よって、リム内壁部５２において、自身のうち、その上部にリム
内壁上部傾斜面５２ａが形成されるため、その残りの部分において、リム内壁上部傾斜面
５２ａまで直線状に立ち上がる内側面５２ｂの高さが比較的低い高さに形成されることと
なる。例えば、内側面５２ｂの高さは、リム内壁部５２における従来の内側面の高さの４
割程度にまで低く形成される。
　リム内壁部５２のリム内壁上部傾斜面５２ａは、垂直断面視で、リム内壁部５２の上端
から下端までの所定領域の高さＨ１のうち１０％～６０％の範囲の高さＨ２の領域にわた
って形成される。
　リム内壁部５２の内側面５２ｂは、垂直断面視で、リム内壁部５２の上端から下端まで
の所定領域の高さＨ１のうち４０％～９０％の範囲の高さＨ３の領域にわたって形成され
る。
【００４４】
　リム内壁上部傾斜面５２ａは、横向きのリム上面部５４と縦向きの内側面５２ｂとの間
のコーナー部をなめらかに連結する傾斜部を形成している。リム内壁上部傾斜面５２ａは
、ボウル部８の中央上方に向かって突出するようなアール形状を形成している。別の言い
方によれば、リム上面部５４と内側面５２ｂとを接続する円弧形状を形成している。
　リム内壁上部傾斜面５２ａは、その外側の上端５２ｄがリム上面部５４の高さ位置にあ
り、リム内壁上部傾斜面５２ａの内側が下方に傾斜するように形成され、リム内壁上部傾
斜面５２ａの上方が、下端５２ｃよりも外側に広がるように形成されている。なお、リム
内壁上部傾斜面５２ａは、リム上面部５４と内側面５２ｂとの間の面の一部に比較的平坦
な面を含みながら、全体的に丸みを帯びるように曲げられている面形状に形成されていて
もよい。
【００４５】
　また、リム内壁上部傾斜面５２ａの横向きのリム上面部５４と縦向きの内側面５２ｂと
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をなめらかに連結する傾斜部は、角を斜めに切り落とすような面取り面のような形状によ
り形成されていてもよい。すなわち、リム上面部５４と内側面５２ｂとの間が所定の角度
の平坦面により形成されていてもよい。例えば、リム部４６の垂直断面において、リム内
壁上部傾斜面５２ａの下端５２ｃを通る鉛直線に対し、面取り面が、好ましくは、２０度
～７０度の角度範囲内に平坦面を形成することができ、より好ましくは、３５度～５５度
の角度範囲内に平坦面を形成することができる。また、例えば、面取り面が、その下端５
２ｃを通る鉛直線に対し、４５度の角度の平坦面を形成していてもよい。
【００４６】
　リム内壁上部傾斜面５２ａは、その表面上の接線の傾きが位置に応じて連続的に変化す
るような円弧形状に形成されている。従って、使用者が自身の手指をリム内壁上部傾斜面
５２ａに沿わせるように配置する場合に、自身の手指とリム内壁上部傾斜面５２ａの面と
の間に空間を生じさせることを抑制し、手指を全体的に曲面に沿うように自然に配置する
ことができる。なお、リム内壁上部傾斜面５２ａは、人の手指の曲り方に合わせるような
他の形状の湾曲面により形成されていてもよい。
【００４７】
　なお、上述の使用者が自身の手指をリム内壁上部傾斜面５２ａに沿わせるように配置す
る場合には、手指全体のみならず、掌、指のみを沿わせる場合も含む。さらに、使用者が
手指をリム内壁上部傾斜面５２ａに沿わせる場合には、使用者が便器の清掃等の場合に清
掃用の布、トイレットペーパー等の紙等を介して手指をリム内壁上部傾斜面５２ａに沿わ
せる場合を含んでいる。また、使用者が手指をリム内壁上部傾斜面５２ａに沿わせる場合
には、使用者が手指に手袋等をはめた状態で、上記清掃用の布等を介して手指をリム内壁
上部傾斜面５２ａに沿わせる場合を含んでいる。
【００４８】
　上面視で見た場合に、便器本体２の左右方向（便器本体２を正面から見た場合の横断方
向）の中央には、中央側に湾曲しながら下降する曲面を形成する汚物受け面４４が配置さ
れ、汚物受け面４４の外側には、同様に内側が下方に下降する曲面を形成するリム内壁上
部傾斜面５２ａが配置されることになる。従って、上面視で見た場合に、汚物受け面４４
と類似するような、内側に向かって緩やかに下降する曲面のリム内壁上部傾斜面５２ａが
、汚物受け面４４の外周に接続して、外側に拡がるような曲面を連続的に形成しているよ
うな印象を、使用者に与えることが可能となる。すなわち、使用者は、汚物受け面４４が
リム内壁上部傾斜面５２ａの領域分さらに外側にひとまわり拡がったような印象を受ける
ことができる。例えば、男性の使用者が便器本体２の前に立った状態から小便の用を足す
ような場合に、汚物受け面４４が拡がっているような印象を使用者に与えることは、小便
を汚物受け面４４から外してしまう不安感を抑制し、使用者に安心して小便を行えるとい
う安心感を与えることが可能となる。さらに、例えば、使用者が便器本体２上の便座（図
示せず）に座った状態から用便をするような場合にも、便座（図示せず）を便器本体２上
に降ろす前に汚物受け面４４が拡がっているような印象を使用者に与えることは、用便を
汚物受け面４４から外してしまう不安感を抑制し、使用者に安心して用便を行えるという
安心感を与えることが可能となる。
【００４９】
　図６に示すように、リム内壁上部傾斜面５２ａの下端５２ｃはリム吐水口１４よりも上
方に設けられている。より詳細には、リム内壁上部傾斜面５２ａの下端５２ｃはリム吐水
口１４の頂部１４ｂよりも上方に設けられている。別の言い方によれば、内側面５２ｂが
リム吐水口１４の頂部１４ｂよりも高い高さまで形成されている。従って、リム吐水口１
４は、洗浄水をその近傍の下流側の内側面５２ｂに接するように吐水するようになってい
る。
　上述のようなリム内壁上部傾斜面５２ａは、比較的緩やかなアール形状に形成され、左
右方向の幅が比較的大きく形成されている。リム内壁上部傾斜面５２ａの上端５２ｄと下
端５２ｃとの間の水平方向（例えば便器本体の内側方向から外側方向に向かう方向）の幅
Ｗ１は、リム吐水口１４の開口の左右の幅Ｗ３よりも大きく形成されている。リム内壁上
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部傾斜面５２ａの下端５２ｃはリム吐水口１４よりも上方に設けられているので、リム内
壁上部傾斜面５２ａの横方向の幅Ｗ１を比較的大きく形成することができ、リム内壁上部
傾斜面５２ａの縦方向の高さＨ１も比較的大きく形成することができる。従って、リム内
壁上部傾斜面５２ａを半径の大きな緩やかな円弧形状に沿って内側に下り傾斜するように
形成することができる。
【００５０】
　リム上面部５４は、水平方向に延びる平坦面を形成し、且つ便器本体２の頂面を形成し
ている。便器本体２のリム部４６を清掃しようとする場合に、使用者はこのリム上面部５
４に掌等を水平に沿うように配置した状態で、且つ指を曲げてリム内壁上部傾斜面５２ａ
及び内側面５２ｂを清掃することが必要になる。なお、リム上面部５４は水平面に限定さ
れず、ボウル部８に向かった下り傾斜あるいは上り傾斜の面として形成しても良い。また
、リム上面部５４は、曲面により形成してもよい。さらに、リム上面部５４をリム内壁上
部傾斜面５２ａの上端５２ｄを外側まで延長した傾斜面の一部として形成してもよい。例
えば、リム上面部５４をリム内壁上部傾斜面５２ａの一部として形成する場合には、リム
内壁上部傾斜面５２ａの上端５２ｄとリム外壁上部傾斜面の上端とを比較的滑らかに接続
し、リム部４６の上面を形成することも可能である。
【００５１】
　リム外壁部５６は、横向きのリム上面部５４と縦向きのリム外壁とを接続し、リム部４
６の上部の外側（便器本体２の外側）の縁を形成するリム外壁上部傾斜面（リム外側縁部
）５６ａと、リム外壁上部傾斜面５６ａまで縦方向の壁を形成しているリム外壁５６ｂと
、を備えている。
　リム外壁上部傾斜面５６ａは、リム上面部５４とリム外壁との間で、角が丸められ、そ
の内側の上端５６ｄがリム上面部５４の高さ位置にあり、その外側が下方に傾斜する縁部
を形成している。リム外壁上部傾斜面５６ａは、リム外壁上部傾斜面５６ａの部分を拡大
して見ると、外側上方に向かって突出するアール形状を形成している。別の言い方による
と、リム上面部５４とリム外壁５６ｂとを接続する円弧形状を形成している。
【００５２】
　リム外壁上部傾斜面５６ａは、縦断面で見た場合に、５ｍｍ～８ｍｍの半径ｒを有する
円弧により形成されている。リム内壁上部傾斜面５２ａは、縦断面で見た場合に、１０ｍ
ｍ～３０ｍｍ、より好ましくは１６ｍｍ～２５ｍｍの半径Ｒを有する円弧により形成され
ている。リム外壁上部傾斜面５６ａを形成する円弧の半径ｒと、リム内壁上部傾斜面５２
ａを形成する円弧の半径Ｒとの比率は、１：２～１：５の範囲の比率に形成されている。
また、リム内壁上部傾斜面５２ａの水平方向（例えば便器本体の内側方向から外側方向に
向かう方向）の幅Ｗ１は、リム外壁上部傾斜面５６ａの上端５６ｄと下端５６ｃとの間の
水平方向（例えば便器本体の内側方向から外側方向に向かう方向）の幅Ｗ２よりも大きく
形成されている。リム内壁上部傾斜面５２ａは、１０ｍｍ～３０ｍｍの半径を有する円弧
により形成されているので、使用者が手指をリム内壁上部傾斜面５２ａに掛けた場合に、
手指をリム内壁上部傾斜面５２ａに沿って自然に配置することができ、手指とリム部４６
との間に空間を比較的大きな空間を生じることなく、握りやすい形状に形成されている。
【００５３】
　なお、リム外壁上部傾斜面５６ａは、リム上面部５４とリム外壁５６ｂとの間の面の丸
みが連続的に変化していてもよい。すなわち、リム外壁上部傾斜面５６ａは、リム上面部
５４とリム外壁５６ｂとの間の面の曲率半径が連続的に変化していてもよい。
　また、リム内壁上部傾斜面５２ａは、リム上面部５４と内側面５２ｂとの間に形成され
る傾斜面が丸みを帯びるように連続的に変化する曲面により形成されていてもよい。すな
わち、リム内壁上部傾斜面５２ａは、リム上面部５４と内側面５２ｂとの間の面の曲率半
径が連続的に変化していてもよい。
【００５４】
　また、上述のように、内側面５２ｂ及びリム内壁上部傾斜面５２ａがリム部４６の全周
のうち少なくとも一部において、内側に向かってオーバーハングした形状に形成されてい
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るので、施工者、製造者等が手指を、リム部４６のオーバーハング形状の内側にかけなが
ら持ち上げるようにリム部４６を掴みやすくなっている。従って、施工者、製造者等が便
器の運搬をする際に、手指をオーバーハング形状に形成されたリム部４６にかけることに
より、手指の先をリム内壁上部傾斜面５２ａの下方側に引っかけたような状態で、上方に
引上げる荷重をリム部４６に作用させやすくなり、便器の運搬を良好にすることができる
。
【００５５】
　つぎに、図７及び図８により、上述した使用者がリム部４６を清掃しようとする状態に
ついて詳細に説明する。
　図７は、本発明の第１実施形態による水洗大便器のリム部のリム内壁上部傾斜面に沿う
ように使用者の手指がかけられた状態を示す図であり、図８は従来の水洗大便器のリム内
壁上部縁部に使用者の手指がかけられた状態を示す図である。使用者の手指にＨの参照符
号を付して説明する。
【００５６】
　本発明の実施形態において、使用者がリム部４６を清掃しようとする状態においては、
使用者は、使用者の手指Ｈの掌Ｈａ及び/又は指の掌側の部分Ｈｂをリム上面部５４に接
するように配置しながら清掃し、指先Ｈｄ側において内側面５２ｂ側を清掃する。ここで
、リム上面部５４は概ね水平の平面を形成し、内側面５２ｂは概ね鉛直方向の壁面を形成
していることから、使用者は、指の関節を曲げて内側面５２ｂ側を清掃する。このとき、
リム内壁上部傾斜面５２ａが比較的大きな半径の円弧を形成しているので、指の曲り部分
（例えばＨｃ、Ｈｄ）を緩やかにでき且つリム内壁上部傾斜面５２ａの円弧に指の曲り部
分（例えばＨｃ）に沿わせて配置することができる。従って、使用者は、例えば、使用者
の手指Ｈの指の付け根側の掌側の部分Ｈｂとリム上面部５４とを接した状態とし、指の第
２関節部分Ｈｃとリム内壁上部傾斜面５２ａとを接した状態とし、指の指先部分Ｈｄと内
側面５２ｂとを接した状態とし、同時にリム上面部５４とリム内壁上部傾斜面５２ａと内
側面５２ｂとを効率よく清掃することができる。さらに、使用者が手指Ｈを無理に曲げる
ことなくリム上面部５４とリム内壁上部傾斜面５２ａと内側面５２ｂと接した状態とする
ことができるので、使用者が容易に清掃のために必要とする力を手指Ｈにかけることがで
きる。従って、リム上面部５４、リム内壁上部傾斜面５２ａ及び内側面５２ｂの清掃性も
向上されることとなる。
　また、使用者がリム上面部５４側からリム内壁上部傾斜面５２ａを越えて内側面５２ｂ
を清掃しようとする場合に、リム内壁上部傾斜面５２ａに清掃力を十分に作用させること
ができずに、リム内壁上部傾斜面５２ａの清掃に不具合が生じ、さらなる清掃の手間が生
じることを抑制することができる。
【００５７】
　これに対し、従来の水洗大便器３０１においては、図８に示すように、リム部３４６に
おいて従来のリム内壁上部縁部３５２ａが形成されている。従来の水洗大便器３０１にお
いては、使用者がリム部３４６を清掃しようとする状態においては、使用者が、使用者の
手指Ｈの掌Ｈａ及び/又は指の掌側の部分Ｈｂをリム上面部３５４に接するように配置し
ながら清掃するとき、リム内壁上部縁部３５２ａが比較的小さな半径の円弧（リム外壁上
部傾斜面３５６ａとほぼ同様の半径の円弧）からなる接続部分（縁部）を形成しているの
で、リム内壁上部縁部３５２ａの円弧に指の第２関節部分Ｈｃ等の指の曲り部分を沿わせ
て配置することができない状態となっている。すなわち、使用者の手指Ｈの指の第２関節
部分Ｈｃは、リム内壁上部縁部３５２ａから離間した状態となり、指の指先部分Ｈｄは内
側面３５２ｂから離間した状態となる。
　この状態から、指の指先部分Ｈｄを内側面３５２ｂと接した状態とするためには、掌Ｈ
ａ及び指の掌側の部分Ｈｂをやや持ち上げるようにして、リム上面部３５４から離間させ
ることが必要となる。
【００５８】
　また、従来の水洗大便器３０１においては、人間の手指の関節の可動範囲が限られるこ
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とから、仮に無理に手指を曲げて、使用者の手指Ｈの指の付け根側部分Ｈｂとリム上面部
３５４とを接した状態とし、指の第２関節部分Ｈｃとリム内壁上部縁部３５２ａの上部の
一部を接した状態とするとしても、指の第２関節部分Ｈｃとリム内壁上部縁部３５２ａの
下部との接触ができないのみならず、指の指先部分Ｈｄと内側面３５２ｂとも接した状態
とすることができない。従って、リム内壁上部縁部３５２ａ及び内側面３５２ｂの清掃に
不具合が生じ、さらなる清掃の手間が生じる。
　また、従来の水洗大便器３０１においては、人間の手指の関節の可動範囲が限られるこ
とから、仮に無理に手指を曲げて、使用者の手指Ｈの指の付け根側部分Ｈｂとリム上面部
３５４とを接した状態とし、指の指先部分Ｈｄと内側面３５２ｂとを接した状態とすると
しても、同時に指の第２関節部分Ｈｃとリム内壁上部縁部３５２ａとを接した状態とする
ことができない。従って、リム内壁上部縁部３５２ａの清掃に不具合が生じ、さらなる清
掃の手間が生じる。
　さらに、使用者が手指Ｈを無理に曲げないと、リム上面部３５４と一部の他の曲面を同
時に接した状態とすることができないため、使用者が清掃のために必要とする力を手指Ｈ
にかけることが困難となる。従って、リム上面部３５４、リム内壁上部縁部３５２ａ及び
内側面３５２ｂの清掃性に問題が生じることとなる。
【００５９】
　再び、本発明の実施形態による水洗大便器について説明する。
　このように、上述した本発明の実施形態による水洗大便器においては、リム内壁部５２
が、リム内壁部５２の上部領域の内側が下方に傾斜するリム内壁上部傾斜面５２ａを備え
ている。従って、使用者が、リム部４６の拭き掃除を行う場合に、自身の手指がリム部４
６の上面からリム内壁上部傾斜面５２ａの丸みに沿うように内側面５２ｂまでかかってい
る状態で、リム部４６のリム上面部５４、リム内壁上部傾斜面５２ａ及び内側面５２ｂを
効率よく清掃することができる。さらに、リム部４６のリム上面部５４からリム内壁上部
傾斜面５２ａ及び内側面５２ｂに比較的均等に力をかけながら拭き掃除をすることができ
るため、使用者が、拭き掃除をしようとする比較的強い力を容易にリム部全体にかけるこ
とができ、清掃性を向上させることができる。
　また、リム内壁部５２が、リム内壁部５２の上部領域の内側が下方に傾斜するリム内壁
上部傾斜面５２ａを備えている。よって汚物受け面４４の上方外側に形成されたリム内壁
上部傾斜面５２ａが、汚物受け面４４がさらに外側に拡がっているような印象を使用者に
与えることができ、ボウル部８を従来よりも比較的大きく見せることができ使用者に使用
時に尿等をボウル部８内へ排出しやすいという安心感を与えることができる。
【００６０】
　また、上述した本発明の実施形態による水洗大便器１によれば、リム内壁部５２が、リ
ム内壁部５２の上部領域の内側が下方に傾斜するリム内壁上部傾斜面５２ａを備え、汚物
受け面４４の上部が外側に広がるように視認される使用者の視認性を向上させ且つ使用者
のリム部４６の清掃性を向上させようとする水洗大便器１において、リム内壁部５２の上
部領域の内側が下方に傾斜するリム内壁上部傾斜面５２ａが形成されるため、リム内壁上
部傾斜面５２ａまで縦方向に直線状に延びる内側面５２ｂの高さが比較的低い高さに形成
される。
　従って、内側面５２ｂの高さが比較的低い高さに形成されている場合においても、給水
装置６の定流量弁１６が、リム吐水口１４から所定の定流量の洗浄水を吐水させることが
でき、リム吐水口１４から吐水させる洗浄水が比較的高い瞬間流量になることを防ぎ、洗
浄水が、比較的低い高さに形成されている内側面５２ｂからリム内壁上部傾斜面５２ａに
沿って、遠心力によりボウル部８の外側に飛び出してしまうことを抑制することができる
。
【００６１】
　また、上述した本発明の実施形態による水洗大便器１によれば、リム内壁部５２の上部
領域の内側が下方に傾斜するリム内壁上部傾斜面５２ａの水平方向の幅がリム外壁上部傾
斜面５６ａの水平方向の幅よりも大きく形成され、汚物受け面４４の上部が外側に広がる
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ように視認される使用者の視認性を向上させ及び使用者のリム部４６の清掃性を向上させ
ようとする水洗大便器１において、リム内壁部５２のうち、リム内壁部５２の上部領域の
内側が下方に傾斜するリム内壁上部傾斜面５２ａが形成されるため、リム内壁上部傾斜面
５２ａまで縦方向に直線状に延びる内側面５２ｂの高さが比較的低い高さに形成される。
　従って、内側面５２ｂの高さが比較的低い高さに形成されている場合においても、給水
装置６の定流量弁１６が、リム吐水口１４から所定の定流量の洗浄水を吐水させることが
でき、リム吐水口１４から吐水させる洗浄水が比較的高い瞬間流量になることを防ぎ、洗
浄水が、比較的低い高さに形成されている内側面５２ｂからリム内壁上部傾斜面５２ａに
沿って、遠心力によりボウル部８の外側に飛び出してしまうことを抑制することができる
。
【００６２】
　また、上述した本発明の実施形態による水洗大便器によれば、リム内壁上部傾斜面５２
ａを比較的簡易に形成することができる。さらに、使用者が、リム部４６の拭き掃除を行
う場合に、自身の手指がリム部４６のリム上面部５４からリム内壁上部傾斜面５２ａの円
弧形状に沿うように内側面５２ｂまでかかっている状態で、リム部４６のリム上面部５４
、リム内壁上部傾斜面５２ａ及び内側面５２ｂを効率よく清掃することができ、清掃性を
向上することができる。
【００６３】
　また、上述した本発明の実施形態による水洗大便器１によれば、リム吐水口１４から吐
水された洗浄水は、リム内壁上部傾斜面５２ａの下端５２ｃよりも下方の領域に沿って旋
回されるので、洗浄水がリム内壁上部傾斜面５２ａを越えて便器外に水飛びすることを抑
制することができる。また、このように洗浄水がリム内壁上部傾斜面５２ａの下端５２ｃ
よりも下方の領域に沿って旋回されるので、リム内壁上部傾斜面５２ａの幅や大きさを比
較的大きく形成することができる。ただし、本発明はこのような実施形態に限定されるも
のではなく、例えば、リム吐水口１４にて洗浄水が到達する最大高さよりもリム内壁上部
傾斜面５２ａの下端５２ｃの位置が高ければ、同様の効果を得ることができる。例えば、
リム吐水口１４から吐水される洗浄水がリム吐水口１４の中心にまでしか高さが到達しな
い場合、リム内壁上部傾斜面５２ａの下端５２ｃをリム吐水口１４の中心よりも高い位置
になるよう設ければよい。
【００６４】
　また、上述した本発明の実施形態による水洗大便器１によれば、リム内壁上部傾斜面５
２ａを形成する円弧の半径が、使用者の手指の曲りによって握りやすい半径に形成されて
いる。よって、使用者が、リム部４６の拭き掃除を行う場合に、自身の手指をリム内壁上
部傾斜面５２ａを形成する円弧形状に沿うようにかけやすくなっている。
【００６５】
　また、上述した本発明の実施形態による水洗大便器１によれば、リム内壁上部傾斜面５
２ａがリム内壁部５２の上端５２ｄから下端５２ｃまでの所定領域のうち１０％～６０％
の範囲の領域にわたって形成されるので、リム内壁部５２のうち、リム内壁上部傾斜面５
２ａまで縦方向に直線状に延びる内側面５２ｂの高さが比較的低い高さに形成される。
　このように、内側面５２ｂの高さが比較的低い高さに形成されている場合においても、
給水装置６の定流量弁１６が、リム吐水口１４から所定の定流量の洗浄水を吐水させるこ
とができ、リム吐水口１４から吐水させる洗浄水が比較的高い瞬間流量になることを防ぎ
、洗浄水が、遠心力により比較的低い高さに形成されている内側面５２ｂからリム内壁上
部傾斜面５２ａに沿って、ボウル外側に飛び出してしまうことを抑制することができる。
【００６６】
　また、上述した本発明の実施形態による水洗大便器１によれば、リム内壁上部傾斜面５
２ａを形成する円弧の半径が、１０ｍｍ～３０ｍｍの範囲内に形成されているので、リム
内壁部５２のうち、リム内壁上部傾斜面５２ａまで縦方向に直線状に延びる内側面５２ｂ
の高さが比較的低い高さに形成される。
　このように、内側面５２ｂの高さが比較的低い高さに形成されている場合においても、
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給水装置６の定流量弁１６が、リム吐水口１４から所定の定流量の洗浄水を吐水させるこ
とができ、リム吐水口１４から吐水させる洗浄水が比較的高い瞬間流量になることを防ぎ
、洗浄水が、遠心力により比較的低い高さに形成されている内側面５２ｂからリム内壁上
部傾斜面５２ａに沿って、ボウル外側に飛び出してしまうことを抑制することができる。
【００６７】
　また、上述した本発明の実施形態による水洗大便器１によれば、リム吐水口１４から所
定の定流量の洗浄水を吐水させるための定流量手段を、定流量弁１６により比較的簡易に
形成することができる。
【００６８】
　次に、図９により、本発明の第２実施形態による水洗大便器を説明する。第２実施形態
は、本発明の第１実施形態によるハイブリッド式の給水装置６において、リム吐水に関し
ては水道の水圧を利用して給水していたものを、本発明の第２実施形態によるハイブリッ
ド式の給水装置１０６においては、リム吐水に関して給水源から供給される洗浄水を給水
加圧ポンプ１０５により加圧した水圧を利用して給水を行うように、水洗大便器に適用し
た例である。
　図９は本発明の第２実施形態による水洗大便器において、カバー及び給水装置の一部を
取り外した状態を示す概略平面図である。第２実施形態による水洗大便器は、上述した第
１実施形態による水洗大便器と構造がほぼ同じであるため、ここでは、第２実施形態の第
１実施形態とは異なる部分等を説明する。
【００６９】
　図９に示すように、第２実施形態による水洗大便器１０１は、便器本体２の後方に配置
された給水装置１０６を備えている。第２実施形態による水洗大便器１０１の給水装置１
０６においては、水道その他の給水源から止水栓４０ａ等を介して流入した洗浄水を、洗
浄水タンク（図示せず）に貯水し、この洗浄水タンクの洗浄水を給水加圧ポンプ１０５に
より加圧（補圧）した給水圧力によりリム吐水口１４から洗浄水が吐出される。
　給水装置１０６においては、本発明の第１実施形態による水洗大便器１の給水装置６に
おいて定流量弁１６により洗浄水の瞬間流量を所定の瞬間流量以下に抑制していたのに対
し、本発明の第２実施形態による水洗大便器１０１の給水装置１０６においては、定流量
弁１６に代えて、洗浄水タンク（図示せず）及び給水加圧ポンプ１０５を設け、給水加圧
ポンプ１０５により洗浄水の瞬間流量を所定の瞬間流量以下に抑制する。
【００７０】
　給水装置１０６は、止水栓４０ａと、給水源から供給される洗浄水を貯水する洗浄水タ
ンク（図示せず）と、洗浄水を所定の範囲内の水圧まで加圧することができる給水加圧ポ
ンプ１０５と、逆流防止用の逆止弁（リム吐水用フラッパー弁２２等）とを有している。
【００７１】
　給水加圧ポンプ１０５を通過した洗浄水は、リム吐水口１４に供給される。給水加圧ポ
ンプ１０５は、洗浄水を、加圧して所定の流量（瞬間流量）以上となるように送出するこ
とができ、且つ加圧する程度を制御することにより、洗浄水を所定の流量（瞬間流量）以
下となるように抑制しながら送出することができる。本実施形態においては、この給水加
圧ポンプ１０５は、例えば、洗浄水の流量（瞬間流量）を１０リットル／分以上２０リッ
トル／分以下（より好ましくは１２リットル／分以上１６リットル／分以下）に制限する
ようになっている。このように、給水加圧ポンプ１０５は、洗浄水の流量を所定の瞬間流
量以下に抑制することができ、また、洗浄水の流量を所定の瞬間流量以上に維持すること
もできる。従って、給水加圧ポンプ１０５は、洗浄水の瞬間流量が変動する場合に、供給
する洗浄水の流量を所定の瞬間流量以上且つ所定の瞬間流量以下の所定の瞬間流量の範囲
内に維持することができる。
【００７２】
　第２実施形態による水洗大便器１０１においても、第１実施形態による水洗大便器１と
同様に、リム内壁部５２が、リム内壁部５２の上部領域の内側が下方に傾斜するリム内壁
上部傾斜面５２ａを備え、汚物受け面４４の上部が外側に広がるように視認される使用者
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の視認性を向上させ且つ使用者のリム部４６の清掃性を向上させようとする水洗大便器１
０１において、リム内壁部５２の上部領域の内側が下方に傾斜するリム内壁上部傾斜面５
２ａが形成されるため、リム内壁上部傾斜面５２ａまで縦方向に直線状に延びる内側面５
２ｂの高さが比較的低い高さに形成される。
　従って、内側面５２ｂの高さが比較的低い高さに形成されている場合においても、給水
装置１０６の給水加圧ポンプ１０５が、リム吐水口１４から所定の定流量の洗浄水を吐水
させることができ、リム吐水口１４から吐水させる洗浄水が比較的高い瞬間流量になるこ
とを防ぎ、洗浄水が、比較的低い高さに形成されている内側面５２ｂからリム内壁上部傾
斜面５２ａに沿って、遠心力によりボウル部８の外側に飛び出してしまうことを抑制する
ことができる。
【００７３】
　また、上述した本発明の実施形態による水洗大便器１０１によれば、リム吐水口１４か
ら所定の定流量の洗浄水を吐水させるための定流量手段を、給水加圧ポンプ１０５により
比較的簡易に形成することができる。
【００７４】
　次に、図１０により、本発明の第３実施形態による水洗大便器を説明する。第３実施形
態は、本発明の第１実施形態によるハイブリッド式の給水装置６において、リム吐水に関
しては水道の水圧を利用して給水していたものを、本発明の第３実施形態によるハイブリ
ッド式の給水装置２０６においては、本発明の第１実施形態によるハイブリッド式の給水
装置６の第１給水系統に加えて、給水源からの洗浄水を洗浄水タンク（図示せず）に貯水
し、この洗浄水タンクの洗浄水を給水加圧ポンプ２０５により加圧（補圧）した給水圧力
により給水を行う第２給水系統を並列的に増やした給水装置を、水洗大便器に適用した例
である。
　図１０は本発明の第３実施形態による水洗大便器において、カバー及び給水装置の一部
を取り外した状態を示す概略平面図である。第３実施形態による水洗大便器は、上述した
第１実施形態による水洗大便器及び第２実施形態による水洗大便器と構造がほぼ同じであ
るため、ここでは、第３実施形態の第１実施形態及び第２実施形態とは異なる部分等を説
明する。
【００７５】
　図１０に示すように、第３実施形態による水洗大便器２０１は、便器本体２の後方に配
置された給水装置２０６を備えている。第３実施形態による水洗大便器２０１の給水装置
２０６は、水道その他の給水源から流入した洗浄水が止水栓４０ａ等を通過した後に分岐
されるようになっている。分岐された一方の流路が、本発明の第１実施形態に示すような
、水道等の直圧の給水圧力により給水され、定流量弁１６を介してリム吐水口１４に至る
リム吐水の第１給水系統２１４ａと接続され、分岐された他方の流路が、洗浄水を洗浄水
タンク（図示せず）に貯水し、この洗浄水タンクの洗浄水を給水加圧ポンプ２０５により
加圧（補圧）した給水圧力によりリム吐水口１４から吐水させるリム吐水の第２給水系統
２１４ｂと接続されるようになっている。
【００７６】
　第１給水系統２１４ａにおいては、給水装置２０６は、給水源から供給される洗浄水の
流量を所定の流量（瞬間流量）以下に抑制する定流量弁１６及び電磁弁１８を有している
。
　第２給水系統２１４ｂにおいては、水道その他の給水源から供給される洗浄水を貯水す
る洗浄水タンクと、洗浄水タンクの洗浄水（洗浄水タンクから供給される洗浄水）を所定
の範囲内の水圧まで加圧することができる給水加圧ポンプ２０５と、逆流防止用の逆止弁
（リム吐水用フラッパー弁等）２２２と有している。
　第１系統２１４ａ及び第２系統２１４ｂは、並列に形成され、リム吐水口１４に至る前
に合流されている。従って、給水装置２０６においては、第１給水系統２１４ａ又は第２
給水系統２１４ｂのいずれかを通じて所定流量のリム吐水を行うことができる。
【００７７】
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　給水加圧ポンプ２０５は、洗浄水を、加圧して所定の流量（瞬間流量）以上となるよう
に送出することができ、且つ加圧する程度を制御することにより、洗浄水を所定の流量（
瞬間流量）以下となるように抑制しながら送出することができる。本実施形態においては
、この給水加圧ポンプ２０５は、例えば、洗浄水の流量（瞬間流量）を１６リットル／分
以下に制限するようになっている。このように、給水加圧ポンプ２０５は、洗浄水の流量
を所定の瞬間流量以下に抑制することができ、また、洗浄水の流量を所定の瞬間流量以上
に維持することもできる。従って、給水加圧ポンプ２０５は、洗浄水の瞬間流量が変動す
る場合に、供給する洗浄水の流量を所定の瞬間流量以上且つ所定の瞬間流量以下の所定の
瞬間流量の範囲内に維持することができる。
【００７８】
　第３実施形態による水洗大便器２０１においても、第１実施形態による水洗大便器１と
同様に、リム内壁部５２が、リム内壁部５２の上部領域の内側が下方に傾斜するリム内壁
上部傾斜面５２ａを備え、汚物受け面４４の上部が外側に広がるように視認される使用者
の視認性及び使用者のリム部４６の清掃性を向上させようとする水洗大便器２０１におい
て、リム内壁部５２の上部領域の内側が下方に傾斜するリム内壁上部傾斜面５２ａが形成
されるため、リム内壁上部傾斜面５２ａまで縦方向に直線状に延びる内側面５２ｂの高さ
が比較的低い高さに形成される。
　従って、内側面５２ｂの高さが比較的低い高さに形成されているような場合においても
、定流量弁１６が、リム吐水口１４から吐水される洗浄水の瞬間流量を一定に保つことが
でき、又は、給水装置２０６の給水加圧ポンプ２０５が、リム吐水口１４から所定の定流
量の洗浄水を吐水させることができ、リム吐水口１４から吐水させる洗浄水が比較的高い
瞬間流量になり、洗浄水が、遠心力により比較的低い高さに形成されている内側面５２ｂ
からリム内壁上部傾斜面５２ａに沿って、ボウル部８の外側に飛び出してしまうことを抑
制することができる。
【符号の説明】
【００７９】
１　　　　水洗大便器
２　　　　便器本体
４　　　　カバー
６　　　　給水装置
８　　　　ボウル部
８ａ　　　前端
１０　　　排水トラップ管路
１０ａ　　入口部
１０ｂ　　トラップ上昇管
１０ｃ　　トラップ下降管
１２　　　ジェット吐水口
１４　　　リム吐水口
１４ａ　　リム側給水路
１４ｂ　　頂部
１６　　　定流量弁
１８　　　電磁弁
２０　　　リム吐水用バキュームブレーカ
２２　　　リム吐水用フラッパー弁
２４　　　給水路
２６　　　切替弁
２８　　　貯水タンク
２８ａ　　タンク側給水路
２８ｂ　　上端フロートスイッチ
２８ｃ　　下端フロートスイッチ
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３０　　　加圧ポンプ
３０ａ　　洗浄水管路
３０ｂ　　洗浄水管路
３２　　　ジェット吐水用バキュームブレーカ
３２ａ　　分岐管路
３４　　　ジェット吐水用フラッパー弁
３６　　　水抜栓
３８　　　コントローラ
４０ａ　　止水栓
４０ｂ　　ストレーナ
４０ｃ　　分岐金具
４２　　　洗浄水管路頂部
４４　　　汚物受け面
４４ａ　　上端
４６　　　リム部
４８　　　溜水部
５０　　　導水路
５０ａ　　入口部
５２　　リム内壁部
５２ａ　　リム内壁上部傾斜面
５２ｂ　　内側面
５２ｃ　　下端
５２ｄ　　上端
５４　　　リム上面部
５６　　　リム外壁部
５６ａ　　リム外壁上部傾斜面
５６ｂ　　リム外壁
５６ｃ　　下端
５６ｄ　　上端
１０１　　水洗大便器
１０５　　給水加圧ポンプ
１０６　　給水装置
２０１　　水洗大便器
２０５　　加圧ポンプ
２０５　　給水加圧ポンプ
２０６　　給水装置
２１４ａ　第１給水系統
２１４ｂ　第２給水系統
２２２　　逆止弁
３０１　　水洗大便器
３４６　　リム部
３５２ａ　リム内壁上部縁部
３５２ｂ　内側面
３５４　　リム上面部
３５６ａ　リム外壁上部傾斜面
Ｈ　　　　手指
Ｈａ　　　掌
Ｈｂ　　　根側部分
Ｈｃ　　　関節部分
Ｈｄ　　　指先部分
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ｒ　　　　半径
Ｒ　　　　半径
Ｗ0　　　 溜水面
Ｗ１　　　幅
Ｗ２　　　幅
Ｗ３　　　幅

【図１】

【図２】

【図３】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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